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移
住
希
望
先

本
県
エ
位

セ
ン
タ
ー

は
「
全
年
代
で
ま
ん

べ
ん
な
く
選
ば
れ
た」
と
し

本
県
の
上
位
浮
上
の
理
由
と

し
て
県
地
域
振
興課
は 、
同
セ

ン
タ
ー

窓
口
の
体
制
を
22
年
4

月
に
相
談
員
1

人
か
ら
男
女
2

入
に
増
員
し
た
こ
と
や 、
イ
ベ

地
方移
住
を
支援
す
る
N
P

ク
ア
ッ

プ
し
た 。
県
は
窓
口
対ー
ヘ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
集
計
ン
ト

や
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
P
R

0
法
人
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
応
に
当
た
る
相
談
貴
を
増
員
しー
し
た 。

強
化
を
挙
げ
る 。
実
際
に
22
年

セ
ン
タ
ー」

（
墾京
都）
の
窓
た
こ
と
な
ど
が
奏
功
し
た
ほ一

1
位
は
3
年
連
続
で
静
岡 、

度
の
相
談
件
数
は
23
年
1

月
末

口
相
談
者
が
選
ん
だ
2
0
2
2
か 、
テ
レ
ワ
ー

ク
需
要
の
高
まi
2
位
が
長
野 。
4
位
は
山
梨 、

年
の
都
道
府
県
移
住
希
望
先
ラ
り
も
追
い
風
に
な
っ
た
と
み
てi
5
位
が
福
岡
と
続
い
た 。
こ
こ

ン
キ
ン
グ
で 、
本
県
が
3
位
を
い
る 。

ー
数
年
上
位
を
占
め
て
い
た
常
連―

獲
得
し
た
こ
と
が
23
日
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー

は
09
年
か
ら
ラ＿
県
に 、
本
県
が
割
っ
て
入
っ
た

分
か
っ
た 。
過
去
最
高
位
で 、

ン
キ
ン
グ
を
公
表
し
て
お
り 、
一
形
と
な
っ
た 。

前
年
の
9
位
か
ら

大

幅
に
ラ
ン
22
年
は
相
談
者
約
6
7
0
0
人一

年
代
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

ば 、
本
県
は
70
代
以
上
で
静
岡

一
と
同
率
1

位 、
60
代
が
2
位 。
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50
t
と
40
t
が
3
位 、
30
代
で

栃

広
宮
和
群
神
岐
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率
4
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位
だ
っ
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ほ
ど
上
位
の
傾
向が
出
た 。
同

前
年
亙
位
か
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昇
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設 問

【1】見出しの①、 ②に当てはま

る数字を答えましょう。

【2】ランキング表の③、④、⑤、

⑥に当てはまる都道府県を漢字で

答えましょう。

【3】本文の（ ）に入る、 年

代別ランキングの結果から分かる

ことは、どのようなことでしょう。

【4】県地域振興課が挙げている、

栃木県が上位に浮上した二つの理

由は何ですか。

【5】あなたなら、 栃木県に移住

を希望する人に対して、 どのよう

な県の魅力を伝えますか。

時
点
で
9
0
0
件
を
超
え 、
21

談者
の
う
ち
40
代
以
下
が
全
体

年
度
の
7
0
7
件
を

大

幅
に
上
の
約
7
割
を
占
め 、
「
移
住
希

回
る
見
通
し
だ 。

望
地
が
明
確
で
本
気
度
の
高
い

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
移住
希望
相
談」
が
増
え
て
い
る
と
い
う 。

先
と
し
て
「
地
方
都
市」
を
選
同
課
は
「
セ
ン
タ
ー

は
東京
圏

ぶ
人
が
最
も
多
く 、
同
課
は「
移
の
移
住
希
望
者
と
の
棗
初
の
接

住
希
望
者
が
求
め
る
働
き
方
や
点
に
な
る
が 、
現
地
に
足
を
運

蓉
ら
し
方
が 、
本
県
と
マ
ッ

チ
ん
で
も
ら
い 、
イ
メ
ー

ジ
と
の

ン
グ
し
や
す
い
の
で
は
な
い
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
て
移住
に
つ

か」
と
も
分
析
し
て
い
る 。

な
げ
た
い」
と
し
て
い
る 。

同
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と 、
相

（
饂
菜
牢
応）

記
事
は
加
工
し
て
い
ま
す

年
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